












































　2015 年４月 25 日のネパール大地震は、マグニ











































































































































かかった。2015 年 10 月にはコイララ元首相が
辞任した。2016 年８月にはオリ元首相が辞任、




















　2011 年 9 月に NHKが行った調査によると、































































































































































































職員 30 名中、20 数名が津波の犠牲になった。
自分の命を犠牲にしてまで呼びかけていた声が
聴覚障害者には届いていなかったのだ。今庁舎
は骨組みだけになっている。
　東日本大震災で遊び場を失くした子どもたち
に遊びを提供するのがボラバスの目的である。
学校の校庭に仮設住宅があって未だに運動会が
できないので、何とかして運動会をやってあげ
たいということになり、面瀬の学校で運動会を
やった。アイスブレイクを行い、玉入れ、パン
食い競争、障害物リレーをした。筆談でコミュ
ニケーションをとったが想像以上に子ども達が
集まってくれた。皆で記念撮影もした。
　東日本大震災のことを人はどれぐらいの頻度
で思い出すであろうか。テレビで取り上げる
のも３月 11 日ぐらいである。しかし復興は瓦
礫の撤去だけではなく、もっと対策をしていれ
ば、ということを忘れないことが重要であると
思う。
　今後どうしていったらよいか、いくつか対策
が上げられている。福島大学の研究で、災害
緊急時における聴覚障害者の情報伝達保障支援
の状況分析の結果があった。また総務省は「災
害時要援護者の避難対策に関する検討会」とい
うのを行っている。内閣府は「要支援者の避難
行動支援に関する取り組み」、「避難所における
良好な生活環境の確保に向けた取り組み支援」、
「福祉避難所の確保」の三つの対策を出してい
る。
　国レベルの対策を踏まえての茨城県土浦市の
実践例を紹介する。土浦市は「天災は日ごろの
備えと向こう三軒両隣」というスローガンを掲
げて対策を行っている。６件をひとつのグルー
プとし、その中に要援護者がいる場合は、とな
りの住民がその状態を確認して一緒に非難をす
るか、それが難しい場合は対策本部に連絡する
というような取り組みである。
　どれだけの人が障害者の災害時の状況、死亡
率の高さを知っているだろうか。テレビ報道で
は伝わらない事実がたくさんある。津波で逃げ
ろと言うことばが届かなかったということは二
度と許されない。私達は何をするべきか考えて
いく必要がある。また視覚情報の重要性を広め
る必要がある。
３．国際協力について（二羽泰子）
　JICA等でアジア・アフリカの国々で国際協力
をしてきた。キルギス共和国はマイナス 20 度で
雪も多い。その他ミャンマー、ケニヤ、マラウィ
等にも行った。
　災害での支援と海外支援はつながっている。災
害というのは非日常の経験である。国際協力では
現地にとっては日常であっても、支援する側は非
日常の状態におかれ、復興支援を行う。日常を取
り戻す営みは、それが災害の支援であっても国際
協力であっても共通する。勿論国際協力の場面で
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も災害支援はある。
　支援者とはどんなイメージだろうか。大変です
ね、偉いですね、と言われる。非日常に置かれる
ために偉い、すごいと思われる。日本だと、障害
があれば支援というのはあるが健常者にはないか
もしれない。
　もし宇宙人がやってきて、こんな遅れたところ
に住んでいるのか、かわいそうに、最新テクノロ
ジーの家を作ってあげよう、と言われたり、人間
はコミュニケーションがうまくいかなくて、すれ
ちがったり誤解を生む要なので、脳を読み取り、
直接通信するようなテクノロジーを導入してあげ
ようと言われたらどうだろうか。
　よい状況を知っている人は、そちらのほうがよ
いだろうと考え、そういうふうにしてあげなけれ
ばならないと思ってしまう。しかし本当に現地の
人がそう思うかということを忘れてはいけない。
自分の家が一番居心地がよいのに、テクノロジー
を導入されたら大変である。
　どんな非日常が国際協力の中にあるかという例
を挙げる。日本からキルギスにお客がきて、少し
街を案内してから大臣に会わせようと思ったら、
渋滞で遅刻してしまった。その理由は、羊の群れ
に道路をふさがれたからだった。馬に乗った青年
が羊の群れを追ってくれてやっと通れた。また、
プロジェクトオフィスをキルギス政府に借りてい
たとき、天井から猫が降って来た。マイナス 20
度という寒さなので、猫も暖かい天井裏にいたの
だ。天井板が壊れてそれとともに猫が降って来た。
そのようなところで日常を取り戻すと言っても、
支援者のほうが苦しくなる。発想を変えてみるこ
とが必要なのだ。
　アフリカのケニアで初めて調査に行ったとき、
自分一人だけ 20 歳代の女性で、障害者だった。
他は 40 歳代で男女それぞれ立派な経歴があった。
現地の大学の先生が案内してくれるというので、
自分だけ緊張し、他の人はリラックスしていた。
挨拶しなきゃと思って挨拶したら、「あなたがリー
ダーですね」と言われた。日本では一番若い女性
がリーダーということはあり得ないが、ケニアの
ルオ族では最初に挨拶をする人がリーダーなので
ある。ケニアは多言語なので、会議では公用語を
使おうということになる。英語・スワヒリ語・手
話が公用語なので会議には必ず手話通訳が入る。
これも日本とは違うところである。現地で、柔軟
に対応できる人が、現地のニーズにあう支援がで
きる人ではないかと感じている。
　キルギスで優秀な支援者が必ず経験するのは、
通訳を入れたが何を言っているのかわからなく
て、コミュニケーションがとれない、ATMが故
障していてお金がない、何か事件があって避難し
なければならないらしいが外国人にはどうしてよ
いかわからないというようなことである。しかし、
これらは障害者が普通に経験することと似てい
る。手話を使ってくれないからわからない、タッ
チパネルがみえなくてお金が降ろせない、という
ようなことは、言葉の通じない国際協力と同じで
ある。
　普段できる人は人に頼らないで解決しようと頑
張る。しかし普段できない人は友達に頼もうと
思ったり、できない者同士で集まると解決できて
しまったり、つらいことも一緒に乗り切れたりす
る。「できる」人が、解決しようとすると、例え
ばもらっているだけのお金で何とかしようとす
る。市役所の入り口だけ入り易くしたり、そこの
トイレだけバリアフリーにしたりするが、問題は
そこまで行きつくことができない。車いすだと市
役所まで行けないというようなことになる。
　皆が行きやすい店はどこだろうと現地の人と店
をまわり、調査したことがある。ついでにここに
スロープをつけてもらったら助かると店の人に伝
えて、そのあたり一帯をバリアフリーにした。バ
スも道路の真ん中に停まったりするので、車いす
の人が乗れない。そもそも障害者はバスに乗ると
思っていないのである。そこで障害者皆でバスに
乗ろうということになった。車いすや見えない人
が一緒にバスに乗りに行き、それで街のヒトと仲
良くなれた。そのような活動をしてきた。
　ユニセフのプロジェクトとして、マダガスカル
でインクルーシブ教育について皆で集まって考え
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たとき、障害当事者、支援者、教師、教育委員会、
少数民族の方、多様な人が集まって議論したが、
なかなかまとまらない。しかし皆のための教育と
いう雰囲気になってきた。自分たちだけががんば
るというのではなく、いろいろな人を巻き込むこ
とが、現地の人と支援者とがいっしょにやってい
くということにつながる。
　キルギスのいろいろな地方を回って街のヒトを
巻き込むということを伝えていった。知らない人
が言うよりも、現地の人から伝えてもらったほう
が聞いてもらえる。こちらが支援者、向こうが支
援を受ける人、と考えるのではなく、多様な人が
関わりながらやっていくことが重要であると感じ
た。
　国際協力の場面では発想を転換しなければなら
ない。被災者についてもショックを受けている人、
絶望している人にいくら「日常を取り戻せるとい
いですね。」と語りかけてもそういう気分にはな
れない。そういうときに支援者として何ができる
かというよりも、自分が感じる不便からいろいろ
な発想を得るとよい。障がい当事者のサバイバル
方法がある。たとえば買い物に行くにしても案内
してくれる人が親切でないとか、情報が文字でし
か提供されなかったり、音でしか提供されなかっ
たりすることもある。見えない人、聞こえない人
の発想で、被災地に役立つことが出て来る。
　たとえば災害時に皆がパニックを起こし、情報
が混乱する。皆が困っているときこそ、いろいろ
な形で情報を伝えないといけない。普段からそう
いう思いをしている人ならば提案ができる。電気
を引くのが難しくて、子どもが暗くなると遊べな
くなる。そんなとき、明かりのない中で遊ぶ方法
を、見えない人は知っている。自立生活をする上
では、自分で決められる、選択できるということ
が重視される。それが当然だと思っている人がい
ると、押し付けた支援はなくなるのではないか。
「きっとこっちのほうがいい」と決めつけて押し
付けない支援が必要である。
　これは障がい当事者が現地の障害当事者を助け
るという意味ではない。近所の人たちのつながり
がなくなってバラバラになって、寂しい思いをし
ているときに、一緒に問題を解決することでつな
がりが生まれる。多様な支援が生まれてくるとい
う意味である。
　以上のように、災害の中での障害者を考えるこ
とで、「障害者を支援する」ことから「障害者が
支援する」ことへの発想の転換について考える
セッションとなった。　　　　　　（文責　斉藤）
